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水色の羽栂募金運動

育
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だ
よ
り
ん
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年 7月 1日

第
六
十
回

浅
海
増
殖
研
究
発
表
全
国
大
会

去
る
六
月
八
日
、
福
岡
県
福
岡
市

「都
久
志
会
館
」
に
て

『浅
海
増
殖
研

究
発
表
全
国
大
会
」

（
浅
海
増
殖
研
究

中
央
協
議
会

・
全
国
海
苔
貝
類
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
に
は
全
国
か
ら
約
六
百
人

の
海
苔
生
産
者
が
集
結
し
、
六
十
回
目

の
記
念
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

よだム一品英育( 1 ) 

当
日
、
本
会
に
お
い
て
は
、
漁
船
海

難
遺
児
福
岡
県
協
議
会
の
皆
さ
ま
（
J

F
福
岡
ぎ
よ
れ
ん
・

J
F
福
岡
有
明
海

漁
連

・
J
F
共
水
連
福
岡
支
店
・
福
岡

県
水
産
団
体
指
導
協
議
会
各
職
員
の
か

た
が
た
）
と
と
も
に
、
会
館
入
口
並
び

に
展
示
会
会
場
で
募
金
活
動
を
行
い
、

来
場
さ
れ
た
多
く
の
皆
さ
ま
よ
り
温
か

い
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
。
大
会
主
催

者
は
じ
め
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
さ
ま
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。。お知らtt

ゆび募金（募金型自動販売機）12よる

2010年4月末までの寄灯金累計額は

205.820同です。
ご協力ありガとうごさいまし定。

※ゆび掠金l之関するお問い合わ包は事務局まで

六
月
十
二

・
十
三
日
の
両
日
、

『全

国
豊
か
な
海
帆
つ
く
り
大
会
」
が
、
日
本

列
島
の
中
心
地

・
岐
阜
県
に
て
盛
大
に

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
水
産
資
源
の
維
持
培

養
と
海
の
自
然
環
境
保
全
の
必
要
性
を

広
く
国
民
に
訴
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て、

一
九
八

一
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、

三
十
回
目
の
節
目
を

迎
え
た
今
年
、
会
場
と
な

っ
た
の
は
海

で
は
な
く
河
川
の
長
良
川
。
豊
か
な
海

づ
く
り
は
豊
か
な
森
林

・
河
川
愉
つ
く
り

か
ら
始
ま
る
と
の
考
え
の
も
と
、
「
清

流

が

つ

な

ぐ

未

来

の

海

m

つ
く
り
」

を
大
会
テ

l
マ
に
、

県
内
各
地
で
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
ゃ
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。十
三
日
に
関
市
文
化
会
館
に
て
開
催

さ
れ
た
式
典
に
は
、
天
皇

・
皇
后
両
陛

下
を
お
迎
え
し
、
地
元
の
子
供
た
ち
に

よ
る
舞
踊
や
合
唱
、
功
績
団
体
や

「森

・
川
・

海
」
を
テ

l
マ
に
募
集
さ

れ
た
作
文
等
優
秀
作
品
受
賞
者
の
表
彰

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
推
進

委
員
会
会
長
の
服
部
郁
弘
J
F
全
漁
連

会
長
に
よ
り
大
会
決
議
が
読
み
上
げ
ら

れ
、
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

d
Tυ！
 

眠
利
吋
1
1
TJ寸

午
後
か
ら
は
長
良
川
河
畔
に
舞
台
を

移
し
、
宮
内
庁
式
部
職
と
し
て
小
瀬
鵜

飼
の
鵜
匠
た
ち
が
守
り
続
け
て
き
た
伝

統
の
鵜
飼
漁
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
、
和
太
鼓
の
演
奏
に
合
わ
せ
回
避

旗
を
掲
げ
た
九
隻
の
船
が
登
場
し
、
両

陛
下
の
来
訪
を
歓
迎
し
ま
し
た
。
最
後

に
、
ア
ユ
や
ア
ジ
メ
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
が

両
陛
下
か
ら
長
良
川
に
放
た
れ
、
自
然

へ
の
感
謝
と
誓
い
を
込
め
た
参
加
者
全

員
に
よ
る
カ
ス
タ
ネ

ッ
ト
の
合
奏
と
と

も
に
大
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

本
会
に
お
い
て
は
、
今
年
も
式
典
会

場
に
て
、
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
岐
阜

県

連

盟

関

第

一
団
の
皆
さ
ん
（
指
導

者

・
ス
カ
ウ
ト
計
二
十
二
人
）
と
「
水

色
の
羽
根
募
金
運
動
」
を
行
い
ま
し
た
。

式
典
が
開
会
す
る
ま
で
の
約
二
時
間
、

子
供
た
ち
の
懸
命
な
呼
び
掛
け
に
、

来

場
さ
れ
た
約
千
百
人
も
の
か
た
が
た
か

ら
多
く
の
ご
支
援
を
賜
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

大
会
主
催
者
は
じ
め
、
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

な
お
、
次
回
、
第
三
十

一
回
大
会
は、

来
年
の
秋
に
鳥
取
県
で
行
わ
れ
ま
す
。

（写
真
提
供

岐
阜
県

⑨ 再生紙使用http://www.jf-net.ne .j p/i kuei kai 育英会ホームページ
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J
F
全
漁
連
新
入
職
員
が
寄
付

ハ
月
十
九
日
、
東
京
都
千
代
田
区
本

会
事
務
所
に
て
、

J
F
全
漁
連
新
入
職

員
の
皆
さ
ん
よ
り
育
英
資
金
が
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

年 7月1日

こ
の
寄
付
金
は
、
本
年
度
採
用
さ
れ

た
購
買
事
業
部
石
油
第
二
諜
の
黒
木
研

次
さ
ん
、
千
葉
佳
澄
さ
ん
、
信
用
・
組

織
指
導
部
の
仲
道
彩
乃
さ
ん
の
三
名

が
、
新
人
研
修
の

一
環
と
し
て
、
ぜ
ん

ぎ
よ
れ
ん
食
品
側
塩
釜
食
品
工
場
で
自

ら
加
工
・
内
部
販
売
し
た
商
品
の
売
り

上
げ
金
の

一
部
を
頂
い
た
も
の
で
す
。

当
日
、
来
会
さ
れ
た
三
名
よ
り

「海

難
遺
児
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
の
言
葉
と
と
も
に
寄
付
金
を
受

け
取

っ
た
佐
藤
信
三
本
会
専
務
理
事

は、

「皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
貴
重
な
お

金
は
海
難
遺
児
の
た
め
に
有
効
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
感
謝
を
述
べ

る
と
と
も
に
、
組
織
の
先
輩
と
し
て

「一

日
も
早
く
仕
事
に
慣
れ
、
水
産
業

の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
く
だ
さ
い
」

と
エ

l
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

（平成22)よだム一A英育( 2) 

二

O

一0
年
度

第
一
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

五
月
十

一
日
、
本
会
会
議
室
に
お
い

て

「二

O
一
0
年
度
第

一
回
奨
学
生
選

考
委
員
会
』

が
開
催
さ
れ
、

「第

一
回

奨
学
生
出
願
者
（
四
月
二
十
五
日
締
切

り
）
の
選
考
」
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、

学
資
給
与
奨
学
生

と
し
て
、
幼
児
二
人
、
中
学
生

一
人、

高
校
生
等
二
人
、
ま
た
、
奨
学
金
貸
与

奨
学
生
と
し
て
大
学
生
等
八
人
、
合
計

十
三
人
の
採
用
が
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
奨
学
生

と
併
せ
て
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
六

月
十
五
日
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表

「
都
道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の
と
お
り

で
す
。

二

O

一0
年
度

第
一
回
評
議
員
会
・
理
事
会
開
催

..中央の3人、左から黒木さん、千葉さん、仲道さん

五
月
二
十
日
、

「二

O
一
0
年
度
第

一
回
評
議
員
会
お
よ
び
理
事
会
』
が
東

京

・
千
代
田
区
の
コ

l
プ
ビ
ル
で
聞
か

れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
二
O
O
九
年
度

の
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
、
な
ら

び
に
新
公
益
法
人
制
度
へ
の
対
応
に
つ

い
て
審
議
を
行
い
、
原
案
の
と
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
評
議
員
会
で

は
、
辞
任
に
伴
う
理
事
の
補
欠
選
任
を

を
行
い
、
新
た
に
長
屋
信
博
氏
（

J
F

全
漁
連
常
務
理
事
）
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
辞
任
さ
れ
た
方
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
ご
尽
力
に
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
理
事
会
の
回
目
頭
、
鈴
木
俊

一

理
事
長
が
開
会
の
挨
拶
に
立
ち
、
育
英

事
業
を
日
ご
ろ
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い

る
か
た
が
た
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
上

で
、
「
二
O
O
九
年
度
の
重
大
海
難
事

募金活動支出の主な内訳クラフ 1故
と
し
て
四
月
に
発
生
し
た
長
崎
県
平

戸
沖
で
の
『
巻
網
漁
船
第
十

一
大
栄
丸
」

転
覆
沈
没
事
故
、
十
月
に
発
生
し
た
八

丈
島
沖
で
の

『キ
ン
メ
ダ
イ
漁
船
第

一

幸
福
丸
」
転
覆
事
故
等
が
あ
り
ま
し
た
。

年
間
の
漁
船
海
難
事
故
件
数
は
八
百
十

二
件
で
前
年
に
比
べ
八
十
件
増
加
し
、

漁
船
海
難
事
故
に
よ
る
死
者

・
行
方
不

明
者
数
は
六
十
八
人
と
前
年
に
比
べ

二

十
八
人
減
少
し
た
も
の
の
、
海
難
に
よ

ら
な
い
事
故
を
含
め
る
と
年
間
で
二
百

十
三
人
の
か
た
が
た
が
死
亡
・
行
方
不

明
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

未
だ
多
く
の
海
難
に
よ
る
犠
牲
者
が
発

生
し
て
い
る
状
況
か
ら
、
今
後
も
本
会

普及指導費
1,919 
1% 

募金活動費
1,449 
1% 

表 1 学資給与事業の実績

ーザ幽」 区 月額給与金 入学記念品 卒業記念品 年度末人数

幼 児 1,680 14 

小学生 13,013 490 87 

中学生 20.448 1,000 71 

高校生等 35,670 1,250 98 

dロ,. 百十 70,811 2,740 270 

（単位。千円、人）

の
立
場
か
ら
海
難
防
止
活
動
に
積
極
的

に
か
か
わ

っ
て
参
り
た
い
」
と
訴
え
ま

し
た
。。ニOO九

年
度
事
業
概
要

二
O
O
九
年
度
は
経
済
情
勢
の
不
安

定
な
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
海
難
遺

児
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
の
も
と
、
大

口
寄
付
も
あ
り
、
寄
付
収
入
が
予
算
を

上
回
り
、
計
画
以
上
の
事
業
活
動
収
入

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
、
事
業
費
支
出
で
は
年
々
奨
学

生
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、

昨
年
度
は
大
型
海
難
事
故
等
に
よ
り
微

増
と
な
り
ま
し
た
。
学
資
給
与
事
業
に

つ
い
て
は
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
近
年
の
教
育
費

の
増
器
や
厳
し
い
経
済
環
境
を
踏
ま

え、

学
資
給
与
金
の
増
額
改
訂
を
実
施

致
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
計
画
を

若
干
上
回
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、

二
O
O
九
年
度
の

一
般

正
昧
財
産
増
加
額
は
二
千
二
百
万
円
余

で
、
年
度
末
基
本
財
産
額
は
五
十
九
億

一
千
六
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
費
の
主
な
内
訳
を
グ
ラ
フ
と
表

に
示
し
ま
し
た
。

注：入学記念品は小・中 ・高等学校等入学時、卒業記念品は中学校卒業時 （就
業する者を対象）に贈呈。

4,300 

合計 1 20 31a [ 4.300 I 3s 
注高校生等貸与奨学生の採用は2008年度をもって廃止してい
る。

奨学金貸与事業の実績 （単位千円、人）

E 月額貸与金｜入学一時金｜年度末人数

34 

18 

20,300 

高校生等

大学生等

区

表2

学漁船海難遺児と母の文集
原稿応募期間延長のお知らせ
成されます「漁船海難遺児と母の文集」第8集の掲載作品を昨年7月より募集して参りまし
＜、文集の刊行が厳しい状況にございます。そこで、応募期聞をもうしばらくの間延長さぜ
皆さま、お忙しいことと思いますが、ぜひともこの機会lこご協力い芝芝きま

トともlこ自由
．家庭の近況や学校生活等身近芯内容でも結梅です。
例）「事故防止を願って」「お父さんの思い出J「将来の夢」「寄付蓄の皆さまヘ」
．イラストは婦し絵として使用恕します。アニメ主主どキャラクターの絵｜忍著作権等の問題巴よりご遠慮願います。

盟主主i
掌呈金量

70,000 

表 3 学資給与事業金額表
目学 区｜月額給与金｜入学記念品
幼児｜ 12.0001 ー

小学生 ｜ 13.000 I 10.000 
中学生｜ 24.0001 50.000 
高校生等｜ 30.0001 5叩∞

応募内密／作文・3寺敵原稿用紙（40 0字詰め） 2～4枚程度
イラスト ：ハガキ～A4サイズ大のもの

．作文 ・3寺取はお手持ちの原稿用紙をご利用い121:!.くか、専用の応募用紙をお送り致しますので本会までご連絡ください0
．作品lこは氏名 ・住所 ・標題の他、在学生は学年を必ず記入してく芝さい。

切／2010年 8月13日本会必着
奨学金貸与事業金額表

（単位円）

M三重至
盟主但包盟

表4

学 区｜月額貸与金
大学生等｜ 50000 

刊行予定／2010年10月29日

［お問い合わぜ先］
財団法人漁船海鎚遺児育英会
干 1010047 東京都内神田2・2-5 光正ピル6階
TEL 03・3256・1981（平日9～17時） / F AX : 03-3256 1982 (24時間）
E-mail mizuiro.ikuei@eos.ocn.ne.jp 

締

＊ご応募い121:!.いだ万全員lこ文集と記念品を贈呈致します。

羽根募金の水色｜｜ 手をの愛I目
Jし遣漁船海難
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美
学
生
か
ら
の
お
便
り

年 7月 1日

＊
第

一
志
望
校
に
、
般
入
試
の
前
期

で
合
格
と
な
り
ま
し
た
。
試
験
後
は
ダ

メ
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
合
格
が
わ

か
っ
た
時
に
は
本
当
に
う
れ
し
く
、
飛

び
上
が
っ
て
喜
び
ま
し
た
。

（青
森
県
大
一
小
清
水
）

＊
無
事
、
卒
業
し
、
国
家
試
験
も
合
格

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
三
月
末
よ
り
就
職

し
ま
し
て
、
現
在
は
早
く
仕
事
に
慣
れ

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（
兵
庫
県
専
卒
笹
本
）

＊
無
事
に
高
校
を
卒
業
で
き
ま
し
た
。

八
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
長
崎
県
高
卒
潰
川
）

卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
、
就

＊
無
事
、

よだム一品英
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F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
南
ア

フ
リ
カ
大
会
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
私
は
に
わ
か
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ

ン
で
す
が
、
今
回
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
の
試
合
は
た
く
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま

な
感
動
を
与
え
て
く
れ
、
素
人
の
私

で
も
感
じ
る
く
ら
い
に
毎
試
合
ご
と

選
手
た
ち
が
強
く
な
っ
て
い
る
（
紳

も
）
の
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
負
け
て

し
ま
っ
た
事
は
と
て
も
悔
し
い
で
す

が
、
気
持
ち
よ
く
参
加
（
鑑
賞
）
で

き
た
大
会
で
し
た
。
特
に
私
が
感
動

し
た
の
が
日
本
対
デ
ン
マ
ー
ク
戦

で
、
本
田
選
手
か
ら
岡
崎
選
手
へ
パ

ス
か
ら
の
ゴ

l
ル
が
決
ま
っ
た
本
田

職
も
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
が
大

変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
沖
縄
県

専
卒

宜
保
）

保
護
者
か
ら
の
お
便
り

＊
子
供
が
幼
稚
園
の
時
か
ら
、
学
資
給

与
金
を
送
金
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
o
e
四
月
よ
り
、
妹

は
大
学
進
学
も
決
ま
り
、
兄
は
就
職
が

決
ま
り
ま
し
た
。
新
し
く

一
歩
を
踏
み

出
し
ま
す
。

（
宮
城
県
小
山
）

＊
平
成
六
年
に
夫
と
死
別
し
て
か
ら
十

五
年
問
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
当
時
、

二
歳
と
六
歳
だ
っ
た
娘
た

ち
も
、
お
か
げ
さ
ま
で
長
女
は
保
育
士
、

選
手
の
コ
メ
ン
ト
で
「
岡
と
ゴ
ー
ル

す
る
っ
て
約
束
し
て
た
か
ら
」
で
し

た
。
あ
の
ゴ

l
ル
前
の
状
況
で
仲
間

と
の
約
束
を
忘
れ
ず
、
し
か
も
絶
妙

な
パ
ス
を
出
せ
る
精
神
力
・
判
断

力

・
男
っ
ぷ
り
に
私
の
ハ

l
ト
は
ト

キ
メ
キ
ま
く
り
で
し
た
。

試
合
に
出
場
で
き
る
選
手
は
限
ら

れ
た
人
数
で
、
出
場
で
き
れ
ば
後
悔

し
な
い
よ
う
に
自
身
の
力
を
発
揮
す

る
な
か
で
、
仲
間
の
事
を
思
い
や
る

気
持
ち
を
も
て
る
人
を
み
て
己
を
反

省
し
、
子
供
に
も
伝
え
ら
れ
た
ら
い

い
な
あ
。
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
ど
ん
な
感
動
を
受
け
ま
し

た
か
？

⑨ 

本会の育英資金は、多くのかたがたから寄せられた善意の寄付金で基

金をっくり、その運用益で賄っております。基金は未だ十分とはいえな

いため、さらなるご協力をお願いしております。

〈送金方法〉

郵便局及び本会の指定する金融機関にお振込の際、本会の振込用紙を

ご利用いただければ、振込手数料は免除になります。ご連絡くだされば

お送り致します。

〈郵便振替口座〉

口座番号： 00150-7ー 13 1 1 7 5 

口座名義：財団法人漁船海難遺児育英会

また、大学等奨学生に貸与する奨学金をある一定期間、定期的にご支

援いただく「励ましおじさん ・おばさん」のご加入も随時受け付けてお

ります。ご希望の方はお問い合わせください。

のお願い
「
1
1
t

二
女
は
大
学
生
と
何
と
か
人
並
み
に
成

長
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
支
援
し
て
い

た
だ
い
た
奨
学
金
は
本
人
た
ち
の
た
め

に
有
意
義
に
利
用
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
二
人
に
は
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
社
会
に
貢
献
す
る
大
人

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
止
み
ま
せ

ん
。

（
宮
城
県
渡
辺
）

＊
息
子
は
薬
剤
師
を
目
指
し
、
県
外
の

大
学
へ
進
学
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
今

ま
で
の
育
英
会
様
か
ら
の
ご
支
援
の
お

か
げ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
は
、
昨
年
末
か

ら
ダ
ブ
ル
ワ

l
ク
で
頑
張
っ
て
お
り
ま

す
。
体
を
壊
し
て
は
何
も
な
ら
な
い
の

で
、
無
理
し
過
ぎ
な
い
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（新
潟
県

小
山
）

※寄付金の税法上の優遇措置について

本会は、法人税法上および所得税法上の「特定公益増進法人」の扱い

を受け、本会に対する寄付金は、法人では法人税法上一定額の損金算入

が認められ、個人では所得税法上の所得控除が認められます。

本会が「特定公益増進法人Jであることの証明書は、寄付金領収証に
添えてお渡ししますので、確定申告の際、所轄の税務署へご提出くださ

＊
突
然
の
事
故
で
、
ど
う
な
る
こ
と
か

と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
お
か

げ
さ
ま
で
何
と
か

一
年
が
過
ぎ
、
子
供

も
無
事
、
高
校
に
進
学
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
愛
媛
県
岡
崎
）

＊
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

息
子
も
無
事
に
中
学
を
卒
業
し
、
高
校

に
進
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（福
岡
県
佐
藤
）

＊
い
つ
も
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
上

の
子
供
も
無
事
高
校
を
卒
業
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
八
年
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（長
崎
県
漬
川
）

＊
奨
学
金
の
送
金
、
い
つ
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
二
人
の
子
供
た
ち

も
毎
日
元
気
に
学
校
へ
行
っ
て
お
り
ま

また、相続または遺贈分からの寄付金は、租税特別措置法により課税

対象からの控除が認められます。

す
。
本
当
に
感
謝
し
て
ま
す
。

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

漁船海難遺児を励ます全国協議会のご協力により、間伐材を使用して

作成された「海に優しい募金箱J（縦16cm×横20cm×幅9cm／右下写真）
を設置していただける団体を募集しております。ご希望の団体はお問い

合わせください。

あ
り
が

（長
崎
県
漬
口
）

＊
こ
の
春
、

二
男
が
無
事
に
高
校
を
卒

業
し
ま
し
た
。
本
当
に
、
寄
付
者
の
皆

さ
ま
方
、
育
英
会
の
か
た
が
た
に
は
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
子

供
た
ち
二
人
は
国
立
大
学
に
合
格
し
、

夢
い
っ
ぱ
い
で
勉
強
に
励
ん
で
お
り
ま

す
。
で
き
ま
し
た
ら
、
今
度
は
子
供
た

ち
が
社
会
に
貢
献
で
き
る
大
人
に
な
っ

て
く
れ
た
ら
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
本

当
に
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（大
分
県
上
野
）

＊
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

長
女
も
結
婚
し
て
、
子
供
も
二
人
で
き

ま
し
た
。
い
つ
も
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。

（大
分
県
矢
内
）

u
c
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I ［お問い合わせ先］

［干101-0047

｜東京都内神田 2-2-5 光正ピル6階

｜財団法人漁船海難遺児育英会

I T E L : 03-3256-1981 ( 9～17時受付）

I F A X : 03-3256-1982 (24時間受付）

ill E-mail : miz町 o.ikuei@eos.ocn.ne.jp

付
者
か
ら
の
お
便
り

＊
夏
休
み
中
は
、
い
ろ
い
ろ
と
学
ぶ
こ

と
を
た
く
さ
ん
吸
収
し
て
く
だ
さ
い

ね
。

（埼

玉

県

松

本
）

＊
梅
雨
の
季
節
。
う
っ
と
う
し
く
て
も
、

い
ろ
い
ろ
花
々
の
楽
し
み
が
。
こ
の
ご

ろ
、
ふ
と
体
力
が
？
と
思
う
時
も
・：
無

理
せ
ず
、
遺
児
た
ち
の
た
め
に
も
頑
張

久
ご
っ
・
と
。

（千
葉
県
福
田
）

二
O
一
O
年
三
月
か
ら
五
月
ま
で
に

ご
寄
付
を
頂
い
た
皆
さ
ま
の
ご
芳
名
を

掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
ご
芳
名

（
敬
称
略
）

羽根募金の水色II 手をの愛児漁船海難遺
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一
、
漁
協
系
統
募
金

（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
等
で
構
成
す
る
「
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略

称

・
地
方
協
ご
等
で
取
り
扱

っ
た
分

で、

一
般
寄
付
を
含
み
ま
す
。）

〔
三
月
〕

。
北
海
道

マ
横
内
サ
タ
子
マ

地
方
協

O
岩
手
県

マ
釜
石
市
水
産
課
マ

釜
石
地
方
振
興
局
水
産
部
マ
釜
石
湾
漁

協
青
年
部
マ
岩
水
会
盛
岡
支
部
マ
岩
泉

町
役
場

マ
久
慈
地
区
密
漁
防
止
対
策
協

議
会
マ
久
慈
地
方
振
興
局
水
産
部
マ
久

慈
東
高
等
学
校
P
T
A
マ
宮
古
市
役
所

水
産
謀
マ
宮
古
地
区
特
別
支
援
教
育
研

究
会
マ
宮
古
地
方
振
興
局
水
産
部
マ
漁

業
共
済
組
合
マ
漁
業
取
締
事
務
所
マ
漁

業
信
用
基
金
協
会
マ
漁
船
保
険
組
合
マ

九
戸
地
区
養
殖
わ
か
め
対
策
協
議
会
マ

広
田
半
島
大
漁
祭
り
実
行
委
員
会
マ
栽

培
漁
業
協
会
マ
山
田
町
役
場
マ
寺
津

泰
樹
マ
秋
さ
け
消
費
拡
大
推
進
協
議
会

マ
共
水
連
岩
手
支
店
マ
大
船
渡
市
役
所

マ
大
船
渡
地
方
振
興
局
水
産
部
マ
大
槌

町
漁
協
魚
市
場
仲
買
人
／
鮭
ま
つ
り
実

行
委
員
会
マ
大
槌
町
役
場
マ
田
野
畑
村

役
場
農
林
水
産
謀
マ
田
老
観
光
イ
ベ
ン

ト
実
行
委
員
会
マ
農
林
水
産
部
水
産
振

興
課
マ
普
代
村
役
場
マ
陸
前
高
田
市
水

産
業
祭
り
実
行
委
員
会
マ
地
方
協

O
宮

城
県

マ
漁
協
女
性
部
連
絡
協
議
会

O
山

形
県

マ
地
方
協

O
東
京
都

マ
全
国
漁
協

女
性
部
連
絡
協
議
会

O
神
奈
川
県

マ
地

方
協

O
新
潟
県

マ
地
方
協

O
静
岡
県

マ

水
産
技
術
研
究
所
伊
東
分
場
O

B
会
マ

地
方
協

O
福
井
県

マ
天
森
伸

一
マ
漁
協

女
性
部
連
合
協
議
会
マ
地
方
協

O
三
重

県

マ
長
井
和
子
マ
鳥
羽
商
船
高
等
専
門

学
校
マ
尾
鷲
海
上
保
安
部

O
京
都
府

マ

地
方
協

O
山
口
県

マ
地
方
協

O
愛
媛
県

マ
青
年
漁
業
者
連
絡
協
議
会
マ
地
方
協

O
長
崎
県

マ
九
州
水
産
振
興
開
発
協
議

会
マ
笹
山

ハ
ツ
子
マ
長
崎
大
学
鴻
洋
祭

実
行
委
員
会
マ
野
母
崎
い
せ
え
び
祭
り

実
行
委
員
会
マ
地
方
協

O
鹿
児
島
県

マ

（平成22）年 7月1日よだム一A英
τIOI;" 
同( 4 ) 

サカシタクニハルマ鹿児島まぐろ

船主協会マ鹿児島まぐろ同友会マ

かん水養魚協会マ冨ヶ原義幸マ北

さつま漁協長島支所青壮年部マ地

方協O沖縄県マ漁船保険組合マ地

方協

〔四月〕O北海道マ釧勝地区漁業
協同組合女性部連絡協議会O千葉

県マ漁業信用基金協会マ漁船保険

組合マ例千葉県漁業振興基金マ船

千葉県漁港漁場協会マ水産加工業

協同組合連合会マ共水連千葉県事

務所マ地方協O静岡県マ富士丸を
懐かしむ会マ地方協O大阪府マ地
方協O広島県マ地方協O山口県マ
田畑弘志マ漁協青壮年部連合会。

佐賀県マ佐賀県有明海漁協青年部

〔五月〕O静岡県マ附赤阪鍛工所
｜創業一OO周年にあたりO長崎

県マ竹内利弘マ地方協O大分県マ
佐伯市役所マ水産関係親睦ゴルフ

コンペ

二、一般寄付

〔三月〕O青森県マ大山チセO岩
手県マ森治孝／えみ子O宮城県マ
仙台漁業調整事務所「碧波会」O
埼玉県マ小野沢通マ冨元克昌O千
葉県マ飯村久子O東京都マツジア
キヒコマニチレイふれあい基金マ

梶浦富子マ漁船保険中央会マ三水

会マ船全国底曳網漁業連合会マ全

国海友婦人会下関支部支部長遠藤

澄子全日海中央執行委員会企画室

経由。静岡県マ焼津水産高等学校

。山梨県マ佐藤一江O京都府マ第
八管区海上保安本部マ中上清吾O
兵庫県マ第五管区海上保安本部。

奈良県マ鮒南都水産O鳥取県マ浜
野茂夫O長崎県マ野村俊郎｜香典
返しO鹿児島県マ冨元小松
〔四月〕O岩手県マ佐々木強O茨
城県マ側石田丸漁業代表取締役石

田洋一O埼玉県マ小野沢通マ冨元

給与奨学生 貸手奨学生 2010年度第 l同採則前

庁11巡H干県名
幼児 小学＇E. "I：学生 内校生等 ,J,;11・ 大ヤソle:て平

ぷ’志I、つtき，I
幼児 小学生 ,1，つ＜＇Iミ 両校生~ 大学生？？

介JI・
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I ’1 ' ~ 2 5 3 10 l 11 1 1 
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事1, 奈 Jil 

新 i月 2 1 3 3 
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Ti !II 3 l 4 4 
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愛 知1

初 月三 2 l 3 3 

IT! 

J,l 庁目 l l l 

大 阪 2 2 2 

兵 /iii 2 4 2 8 1 9 l l 

剥l ~ Llt 

H [ll( l l 2 2 

J；』 4封 l 5 6 6 

｜瑚 t lt l 1 2 2 

J.t. ｝占 1 1 2 2 

tlt 仁l l 3 2 6 l 7 1 l 

b出 I占 l 4 5 1 6 

荷： Jtl l 2 1 4 2 6 

愛 k霊 2 3 6 11 11 

己E 知l 6 6 2 8 

も司 loY.1 1 2 1 4 4 

初岡イII別海 3 3 

佐賀玄海 5 5 

fir: Y1イftリjifij 1 1 1 

長 曲荷 1 6 4 6 17 1 18 

大 分 l 1 1 3 3 

fi属 本 2 2 2 6 l 7 l 1 

？二r 曲荷 3 2 2 7 2 9 

,m j，占 1 6 3 1 11 11 1 l 

j中 制立 2 3 3 8 2 10 l l 

干T JI・ 8 73 66 100 247 26 273 2 1 2 8 13 

克
昌
。
千
葉
県

マ
佐
原
芳
隆
マ
飯
村
久

子
。
東
京
都

マ
梶
浦
富
子
マ
耐
久
能
木

コ
ー
ポ
レ

l
シ
ョ
ン

O
富
山
県

マ
布
目

久
幸
。
京
都
府

マ
中
上
清
吾

O
鳥
取
県

マ
浜
野
茂
夫

O
山
口
県

マ
側
奥
野
寿
久

商
店
。
鹿
児
島
県

マ
冨
元
小
松

マ
伺
入

枝
海
事
事
務
所
代
表
取
締
役
人
枝
仲
親

〔
五
月
〕

O
埼
玉
県

マ
小
野
沢
通

O
千

葉
県

マ
飯
村
久
子

O
東
京
都
マ
榎
本
み

つ
枝
マ
水
産
庁
増
殖
推
進
部
栽
培
養
殖

課

O
神
奈
川
県

マ
側
中
冷

O
京
都
府

マ

中
上
清
吾

O
鳥
取
県

マ
浜
野
茂
夫

O
山

口
県

マ
瀬
戸
速
秀

O
鹿
児
島
県

マ
冨
元

(2010年 6n 1s 11現在）

生数
品.，，，
チ別奨県府道都

く
さ
ん
作
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
も
ち
ろ

ん
、
宿
題
も
忘
れ
ず
に
仕
上
げ
ま
し
ょ

う
！

V
七
月
三
十
日
か
ら
八
月

一
日
ま

で
の
三
日
間
、

「信
州
八

ヶ
岳
ふ
れ
あ

い
旅
行
」
を
開
催
致
し
ま
す
。
ご
参
加

い
た
だ
く
奨
学
生
な
ら
び
に
保
護
者
の

皆
さ
ま
と
過
ご
す
貴
重
な
時
間
を
ス
タ

ッ
フ

一
同
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す

P

あ
と
は
、
お
天
気
が
悪
く
な
ら
な
い
こ

と
を
祈
る
ば
か
り
！
な
お
、
こ
の
様
子

は
次
号
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

（M
）

4
松園
閏
六
月
四
日
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
観

音
崎
公
園
内

「戦
没
船
員
の
碑
」
に
て

『第
四
十
回
戦
没

・
殉
職
船
員
追
悼
式
」

（
例
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会
主
催
）
が

行
わ
れ
、
本
会
を
代
表
し
、
大
野
事
務

局
長
が
参
列
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
六

月
十

一
日
に
は
、

「第
三
十
五
回
兵
庫

県
漁
民
物
故
者
合
同
供
養
祭
』

（
J

F

兵
庫
漁
連
主
催
）
が
和
歌
山
県
高
野
山

「
兵
庫
県
漁
民
物
故
者
合
同
慰
霊
塔
」

で
行
わ
れ
、
佐
藤
専
務
理
事
が
代
表
と

し
て
参
列
致
し
ま
し
た
。

物
故
者
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。編

集

後

記

V
こ
の
号
が
届
く
こ
ろ
に
は
、
も
う
夏

休
み
で
す
ね
。
奨
学
生
の
皆
さ
ん
は
ど

ん
な
計
画
を
た
て
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
の

で
し
ょ
う
？
く
れ
ぐ
れ
も
ケ
ガ
や
病
気

を
し
な
い
よ
う
十
分
気
を
付
け
て
、
ご

家
族
や
お
友
達
と
素
敵
な
思
い
出
を
た

＊給与奨学生の向校生等には特別支暖学生を含む。

＊貸与奨学生には入学一時金のみの奨学生を合む。

＊休学中の奨学生は人数に合まない

* 2010年l.l!'.第 Jl,cii採川おは内数である。

羽根募金の水色｜｜ 手をの愛1日
Jし
、E包
1昼漁船海難




